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コマツ

建機マーケティング本部

林業機械事業部

2021年3月3日

コマツのスマート林業と林業機械

本日発表サマリー
・スマート林業の進捗（林業のDX化）
・スマート林業と連携した石川県でのバイオマスの取組み（脱炭素化に向けて）
・林業の課題とのコマツの取り組みについて
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• 全国の林業関係者にDMを発送
• 700団体（都道府県、全国森林組合連合会、全国素材生産業協同組合連合会、林業事業者等）

森林用ドローン普及活動
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A 概況確認 B 詳細確認 C 材積推定

使用用途
✓ 現場の簡易確認

使用用途
✓ 作業計画
✓ 境界明確化
✓ 施業提案

使用用途
✓ 施業提案
✓ 間伐木抽出

使用用途
✓ 造林検査(植栽、下刈、間

伐)

例)
✓ 5haの毎木調査のコスト

(人件費含)
人力：約28万円
ドローン：約19万円

➢ 人力は、樹高測定器と林尺
を用いて、毎木調査を行うこ
とを想定。計測者と野帳記
入者の2名で実施。

➢ ドローンは、地形等調査し、
飛行計画を作成後、３D点
群データ作成のため空撮を実
施。その後、Forest Scope
を用いて、材積推定実施。

例)
✓ 5haの詳細な確認にかかる

コスト(人件費含)
人力：6万円
ドローン：約3万円

➢ 人力は、予備調査を含め2.5
日間をかけて林内を踏査する
程度。

➢ ドローンは、地形等調査し、
飛行計画を策定後、３D点
群データ作成のための空撮を
実施。

例)
✓ 約5haの概況確認にかかる

コスト(人件費含)
人力：約2.4万円
ドローン：約1.5万円

➢ 人力は、約半日をかけて現場
に行き、林内を歩く程度。

➢ ドローンは、事前計画等は殆
ど行わず、手動で飛行させ、
上空から斜め写真や動画を
撮影。

オルソ画像 3D点群 Forest Scopeにより材積推定

例)
✓ 5haの造林検査
人力：7.2万円
ドローン：約3.7万円
➢ 人力は、検査の立会(2日)が
必要。

➢ ドローンは、施業前後に３D
点群データ作成のための空撮
を実施。検査の立会が省略。

➢ 樹頂点の抽出は、GIS上でプ
ロットを作成し、目視により実
施。

➢ 1度詳細確認を行っておけば、
その時の飛行計画を流用可
能。

➢ 検査人工を削減できるため、
行政へのアピールも可能。

注) コマツが必要作業を列挙し、独自に算定。

オルソ画像動画撮影 斜め写真 プロット調査

ドローン斜め写真・動画利用 Edge Boxを用いた3D点群データ、オルソ画像利用 Forest Scope利用

スマート林業利用によるコスト削減効果①
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検木
例)
✓ 山土場、中間土場で人力で行う

検木作業を省略可能。

人力：200～500円/㎥

ハーベスタ：検討中(モデム
+GNSS+通信費+ア
プリ)

➢ 北欧では、材販売に利用されて
いるケースもある。今後、信頼性
等の検証を進める。

日々の施業進捗管理
例)
✓ 送られてくる造材データを日々集

計することで、施業進捗の管理
が可能。

人力：約2カ月の施業期間(実稼
動40日)で1人の班員が毎日15分
程度の日誌作成が必要。

ハーベスタ：検討中(モデム
+GNSS+通信費+アプリ)

川中との連携
例)
✓ 集材情報も併せて取得すること

で、山土場まで集められた材積
を把握し、運材の効率化を目指
す。

✓ ハーベスタ検知データの利用によ
り、山土場からの直送など、原木
購入者のニーズに対し、素早く
応じることが出来る。

D 造材データ見える化

造材見える化アプリ

スマート林業利用によるコスト削減効果②

注) コマツが必要作業を列挙し、独自に算定。










